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NII Research Data Cloud
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European Open Science Cloud

• 従来：個々の大学や研究機関でEインフラを構築
• 今後：個々のインフラを繋ぎEU全体でEインフラを構築

1. 既存のEインフラをベースにネットワークから分野別DBまでを有機的に結合
2. 人社系へのサポートなどロングテールにおける活用も考慮
3. 産業界との連携も考慮
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1. CLARIN (language resources)
2. DODAS-CMS (high energy physics)
3. ESAS-ENES (Climate analytics)
4. GEOSS (earth observation)
5. OpenCoastS (Coastal circulation forecast)
6. WeNMR (structural biology)
7. EP pillar (Earth observation)
8. DARIAH (digital humanities)
9. LifeWatch (biodiversity)

研究データ管理・共有の共通PF

分野別サービス

認証基盤

計算機 ストレージ

ネットワーク

European Open Science Cloud (EOSC)



国レベルでの研究データ基盤開発の加速化

• Australian Research Data Commons
• Canadian Federated RDM
• Korea Research Data Platform
• Malaysian Open Science Platform
• African Open Science Platform
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研究データ基盤のアーキテクチャー
• サービスレイヤ

• 基盤整備のための連携
• サービス間連携：サービスレイヤ間、分野間
• 組織間連携 ：予算措置、共同ビジネスプラン
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ネットワーク
認証フェデレーション
VOプラットフォーム

クラウド・HPC
共通サービス

分野別サービス
共通ディスカバリサービス

このスタックがデファクト

既存のEインフラを繋げて利便性や費用対効果を向上
これを政府レベルで積極的に推進

Each Domain using NII RDC



その次の方向性は？
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欧州調査
日程：2019年6月17日～20日
メンバー：青木学聡（京大）、藤原一毅（NII）
1. スイス連邦工科大学チューリッヒ校 (ETH Zürich)

• 相手方: Caterina Barillari 氏 (Scientific IT Services) ら4名
• 研究データ管理システム OpenBIS の開発・運営に関する情報交換、お

よび同校図書館が運営するRDMサポート業務に関する情報交換

2. スイス連邦工科大学ローザンヌ校 (EPFL)
• 相手方: Giovanni Pizzi 氏 (Laboratory of theory and simulation of materials) 

ら3名
• 研究データ解析システム AiiDA の開発・運営に関する情報交換

3. ゲオルク・アウグスト大学ゲッティンゲン (GWDG)
• 相手方: Ramin Yahyapour 教授 (Managing Director) ら3名
• 同大学が運営している研究支援ICTサービスに関する情報交換
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ETHZ：図書館と基盤センターによるサポート
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Scientific IT Services
が担当する範囲図書館が担当する範囲

OpenBISという
サービスを開発

LibraryとSISが合同で、教育プログラムも実施
• RDM Summer School（5日間の集中コースにより単位認定）
• RDM Workshop
個別のツール、システムの利用方法についても、SIS、Libraryがそれぞれセミナーを精力的に開催



ETHZ：OpenBISの主な機能

研究室での統合的な情報管理を実現するために以下の機能を提
供（2019年現在）

• インベントリ（ファイル、ドキュメント）サーバー
• 研究室のメンバー間でのデータ共有

•電子ラボノート（Electronic Laboratory Note, ELN）
• インベントリオブジェクトへのリンク埋め込みなど、ラボのリ
ソースと関係を明確に記述

• オブジェクトブラウザにより、オブジェクト間の依存関係、
ワークフローを可視化

• Jupyter Notebook等、オンサイト解析環境との連携
•外部ワークフローエンジンとの連携
• 外部の大規模データストレージへの参照機能
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豪州調査
日程：2019年6月17日～20日
メンバー：込山悠介（NII）、常川真央（NII）
1. The University of Queensland (UQ)

• 相手方: Joe Shapter教授(Pro Vice Chancellor Research 
Infrastructure)ら4名

• 研究データ管理システム UQ RDMの開発・運営に関する情報交換
2. University of New South Wales (UNSW)

• 相手方: Maude Frances氏(Associate Director, Scholarly 
Communications and Repositories)ら4名

• 同大学における研究データポリシー、研究データ管理システム、RDMト
レーニング教材作成の取り組みに関する情報交換

3. University of Sydney (USYD)
• 相手方: Andrew Janke氏(Associate Director, Research Technology)ら

4名
• 同大学が提供するデータサイエンスのトレーニングプログラム Sydney 

Informatics Hub の運営に関する情報交換
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UNSW：ResData

• 判別表 “Storing your Research Data” を用いて研究者自身が
データ性質を格付け

• データの種類ごとに適切なストレージをシステムが提供
• データアーカイブシステムと連携したDMPシステムを提供研究後
のデータアーカイブ領域の自動確保

• ResDataで作成したDMP情報に基づいてUNSW運用のスト
レージ「DataArchive」をリクエスト可能

• 主に研究後の研究データ保管が円滑に行われるよう設計
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UNSW：RDMoT

• RDMオンライン教材を提供
• LMSを導入して独自にオンライン教材を作成
• RDMの一般知識と併せて学内ツールのインストラクションも
実施

• 学習履歴の分析：離脱率や回答の流れを集計・可視化
• Hacky Hour：RDMを含めた研究ツールのレクチャーとワーク
ショップ

• ResBaz : 国際的なHacky Hourとしてのカンファレンス（研
究者、大学院生のマッチングメイキングの役割もある）
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海外における先進的な取り組み

• ラボやプロジェクトでの研究データの適切な共有環境
を組織として提供 ≒
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① 研究を支援するためにデータ解析システムや電子ラ
ボノートといった研究に更に密接なサービスを提供

② 研究公正やコンプライアンスに対応するために研究
データ管理を機械的にサポートする基盤

③ 人材を育成するためにトレーニングやキュレーショ
ン支援の充実化

+



新しい研究データ基盤
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研究データ基盤整備の方向性

1. 研究データ基盤の高度化
1. データ駆動型研究促進
2. コンプライアンス対応
3. 研究支援・組織経営

2. 研究データ管理・公開支援者の育成
1. データキュレーション基盤の構築
2. 人材育成のための教材・教育基盤の構築
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1-1 研究促進のための高度化
～オープンサイエンスの環をつなげる～

• 論文とデータの入手に加えプログ
ラムと実行環境の再構築が必須

• 電子ラボノート (ELN) など外部シ
ステムとの連携も要考慮
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1-1 データ分析環境の自動再構築
～研究のバトンタッチを簡単・確実に～
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自動環境再現システ
ムにより、異分野の
研究者でも簡便に再
利用可能

GakuNin RDMから必
要な情報をパッケー
ジ化して、 WEKO3か
ら簡便に公開可能



基盤構築から見た1-1と1-2の関係
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データ駆動型研究促進

研究成果のパッケージ化

コンプライアンス対応



Progressive DMP

1-2 コンプライアンス対応のための高度化
～ DMPと研究の実態が同期するエコシステムの構築～

19

環境構成情報
(e.g. Dockerfile)

ソースコード

実行環境

プログラム
研究者

公開データセット
(＋メタデータ）

Package

入力データ
On ストレージ

非公開 公開

Planning
Idea

研究者

Discovery

研究計画 研究実施 成果公開

DMP作成

DMPを研究中に随時
参照し見直し

同期 研究成果物
（インベントリ）

Package
情報

など

研究成果のパッケージ定義＆DMPへの関連付け

DM
P

に
基
づ
く
研
究
環
境
の
整
備

再
現
性
情
報
をDM

P

に
関
連
付
け DMP



1-2 コンプライアンス対応のための高度化
～実現のための機能例～
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(e.g. ストレージ)

解析環境の自動セットアップ研究成果のパッケージ定義
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1-3 海外における組織経営(IR)への取り組み

• 豪州大学におけるデータ管理基盤

• 学内に蓄積されたDMPを分析

• 学内の研究活動を可視化
• 例1: 学部間の共同研究の活発度
• 例2: 学部ごとのストレージ使用量

• 分析結果をもとに経営戦略に活用
• 例1: ストレージ予算の説明など

• 海外ディスカバリーサービス

• OpenAIRE Research Community 
Dashboard

• 特定の研究コミュニティに関連する
OpenAIRE Research Graphや統計情報を
提供するゲートウェイを構築

• CHORUS Institution Dashboard
• 助成機関等にオープンアクセスコン

プライアンスを追跡可能とさせる。
JSTを含め12機間が参画
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1-3 研究支援・組織経営のための高度化
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従来の研究成果物
DOI, URI, ISBN, 

ISSN...

研究プロジェクト
研究課題番

号

助成機関
Crossref
Funder, 
GRID, ISNI...

所属機関

機関番号, 
GRID, ISNI...

研究者番号,ORCID...
研究者

研究データ
DOI, URI... 研究活動

Knowledge Base

オープンかつ機関横断の学術知識情報

個々の研究者をサポートするだけでなく、研究者間の関係性構築や研究機
関の効果的な運営にも生かされる機能提供

DMP

Project A

DMP

Project B

DMP

Project C

研究データ・ダッシュボード機能の提供

組織内部のクローズドな研究情報

・データのインパクトを評価
・共同研究の可視化
・データ人材の発掘

研究機関の戦略立案支援

組織における
DMPを集約

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
CiNii Researchがもつ、論文や研究データといった研究成果に加えて、それらを出力する研究者、研究プロジェクト、研究施設、研究機関との関係性を相互の関連付けた大規模な学術知識情報（学術ナレッジベース）を活用



研究データ基盤整備の方向性

1. 研究データ基盤の高度化
1. データ駆動型研究促進
2. コンプライアンス対応
3. 研究支援・組織経営

1. データキュレーション基盤の構築
2. 人材育成のための教材・教育基盤の構築
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2-1 データキュレーションの流れ
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・データ取得計画
・計測機器
・助成先

取得 共有 公開

多様なデータをキュレーションする人材発掘・育成が課題

・データセット詳細
- フォーマット
- 性質 等

・分析ソフトウェア
・処理履歴（ログ）

・関連リンク（論文等）
・識別子
・ライセンス
・検索用タグ
（キーワード等）
・貢献者



2-1 データキュレーションの実践
～人的ネットワーク基盤構築～
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Curation Network

Workflow
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共同利用
機関E 大学F 大学G 大学H

① ② ③ ④ ⑤

①

②

③

④

⑤

• 大学図書館員、研究支援職員、研究者（データキュレーター）を含む人的ネット
ワークを構成する基盤

• 単一の機関でカバーしきれない多様な専門分野のデータキュレーションを、大学
共同利用機関を含む複数機関間で相互に支援

• 米国の複数大学図書館で実践されているほか、オランダ・カナダでも試行中



2-1 データキュレーション基盤の機能
• 基盤は５つの主機能から構成
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人材プール機能
• 一定の認証を経たキュレーターをプール
• シニア – ジュニアへの知識継承の場を提供

マッチメイク機能
• キュレーター情報・活動ログから最適なキュレーターを選択
• 参加館のリソース配分最適化

活動状況レポート機能
• キュレーターの貢献度を数値化し、参加機関へフィードバック

認証マーク発行機能
• データの認証マークを発行し、キュレーターID／作業履歴のメタデータ
を併せて外部システムへ引き渡し

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
機
能

• 人的ネットワークの中核にはデータコーディネータを配備
• 人材育成のために教育・研修システムと連携



2-2 人材育成のための教材開発と利活用促進
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（基礎編）
「OS時代の研究データ管理」

（支援者向け）
「RDMサービスの設計と実践」

研究者向け教材

NII-RDC利用者向け実務教材

再利用カスタマイズ可能な
マイクロコンテンツ教材化教育コンテンツの拡充

（メタデータ付与）

RDMスキル/支援スキル
コンピテンシーの策定

RDM
教育コンテンツ

研究段階 必要なタスク タスク遂行に必要なスキル等

所属組織にとっての主要な外部資金元や、各研究者が獲得を目指す外部資金元の研究データに係るポリシー内容の理解

外部資金元の要求と所属機関のポリシーの整合性・対応状況の理解（助成応募時の対応等を適宜、関係部署と確認できる）

外部資金元の要求に対応するため、所属機関のデータポリシー更新やRDM体制の拡充等を提案する能力

要求されるDMPについて、概要、意義、基本的な項目の把握

申請先機関のDMPの記載要求事項を確認・理解し、記載する能力

センシティブデータを取り扱う場合等について、必要な情報を取得し、適宜関係する部門と協力して対応する能力

DMP作成Tool、DMPのテンプレート、過去に提出されたDMP等の情報を活用する能力

DMPの添削能力
DMPに沿ったRDMを行うために関係部門と連携体制を確認し、RDMを実施する能力

研究開始に先立つRDM基盤の準備として、システムやソフトウェア購入のために必要な手続きを把握し、実行する能力

NDA（秘密保持契約）、研究中のデータ共有に係る取り決め、成果の公開範囲、知的財産権の取扱い等、研究開始に先立ち必要となる合意や締結すべき契約の把握

法的知識に基づき、契約や合意内容の選択肢を提示し、合意文書作成等まで実施する契約実務能力

情報セキュリティ対策の概要、公文書管理法等の関連法令、「研究データの10年保存」等の主要な概念・規則の理解

情報の格付けに基づく取扱い制限の実施等、所属機関の情報セキュリティポリシーを理解し、実行する能力

個人情報やプライバシー保護のためのセキュリティ対策を理解し、実施する能力

データ保存場所の選択肢（ネットワークドライブ／オンラインストレージ等）とそれぞれの安全性を理解し、使い分ける能力

安全性の確認をした上で、必要なハードウェアの購入や、オンラインストレージの契約を行う能力

研究活動に用いられるデバイスの物理的セキュリティ対策（部屋の施錠、デバイスの放置禁止、メモリーの紛失注意等）や、システム上のセキュリティ対策（アンチウィルスソフト、OSのアップデー

デバイスの登録・管理等を実施する能力

バックアップ場所を考慮した選択肢を勘案する能力

バックアップソフトウェア等を用いて定期的バックアップを実施する能力

各種フォーマットの長所・短所等を理解し、研究のニーズに合ったフォーマットを決定する能力

リスクを把握して、データのフォーマット変換を安全に行う能力

電子ラボノートの概要と有用性・課題を理解し、必要に応じてソフトウェアを導入する能力

所属する分野のリポジトリ、データセンター、コレクション等で公開されるデータの概要の把握

データ（・データセット）検索のためのツール（リポジトリ横断検索プラットフォーム、や各種リポジトリのディレクトリ分野別リポジトリのディレクトリ、機関リポジトリのディレクトリ、研究プ
ジ クト 研究者検索 ル等） 利用方法を把握し 活用す 能力データジャーナルからデータを検索・発見する能力

論文の引用情報からデータを検索・発見する能力

その他、データを発見するメカニズムに関する知識（統制語等）

所定の手続き等により入手可能なデータについて、手続きの概要を把握し、実際の手続きも行える能力

データ購入契約の締結に係る手続きの把握、購入の実施能力

データの利用条件（ライセンスや、利用規約等）を確認し、適切に運用する能力

分析用のサーバやフォルダへのデータ移転を実施する能力

データの抜け漏れや異常が発生していないかの確認・対処（データクリーニング）の実施及び、データクリーニング用のソフトウェア等の活用能力

分析ツールに沿ったフォーマットへの変換を実施する能力

データの可視化等、主なデータ分析の方法の理解

主要なデータ分析ツール（R, SPSS, Stata, SAS, Python, Nvivo等） の概要、長所・短所等を把握し、研究に適した分析ツールをを選択する能力

分析ツールのオペレーションを理解するためのプログラミング言語の理解

データファイル名に関するルール設定の意義を理解し、ファイル名のルール設定に必要な情報（名前に含むべき要素、文字数の目安等）を把握した上で管理する能力

データの内容を理解し、組織化を行う能力

ファイル名へのバージョン情報（変更日時、変更者、変更ファイル、変更箇所（行単位）、変更内容等）の記載方法を理解し、必要に応じてバージョン管理システム等を用いる能力

データ文書の種類・記載内容等を把握し、研究実施に沿って適切なデータ文書作成を行う能力

データ引用のメリットを理解し、適切に引用する能力

  

  

   

    

  

研究前 外部資金の取得

申請書類(DMP)作成

資金運用、契約締結

研究中 研究データの保存

データの検索・発見・収集

データ分析

加工・分析中のデータ管理

データの引用

学認LMS

学術情報NW運営・連携本部
OS研究データ作業部会

コミュニティと連携・協力

DONE

DONE

NEW

NEW

現在 次世代

https://lms.nii.ac.jp/auth/shibboleth/index.php


Experiment

Recording

Writing

Planning

Analysis

Preservation

Publication

Idea

Discovery

Curation

Collaboration

2-2 人材育成のための教育基盤
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（図書館員）（IT技術者）

（研究者） （院生）

（データライブラリアン）

（研究者）

（研究支援職員）

（データキュレータ）

（初学者） （新人） （若手） （中堅） （ベテラン）

（研究者）

（研究者）（研究者）

研究フェーズ

スキルレベル

職務
RDM

教育コンテンツ
学習者に最適化した
マイクロコンテンツ教材
カスタマイズ機能

学習者の属性・状況に応じた
教材リコメンド機能

e-Book
e-Book

e-Book e-Book

前処理 ログ保存

Moodle
MongoDB

xAPI
Statements

IMS Caliper Event 
Store

PostgreSQL

ログ抽出
&

仮名処理

Dashboard 

Learning Analytics

API

LRS

学習ログの標準化

受講機関へのフィードバック

学習ログ解析チーム

学認LMS

受講完了
バッジ管理

・学習状況の解析に基づく教材改善、学習支援
・学習修了認定バッジ発行

ラーニングアナリティクス機能も配備



まとめ

•海外における研究データ基盤の整備の動向
• NII RDCの高度化の方向性

• 研究データ基盤の高度化
• データ駆動型研究促進
• コンプライアンス対応
• 研究支援・組織経営

• 研究データ管理・公開支援者の育成
• データキュレーション基盤
• 教育基盤
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